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電力広域的運営推進機関

次世代スマートメーターの導入に伴う
マニュアル変更について

資料１



（変更箇所）

① 次世代スマートメーターは、計器番号の桁数が10桁で統一されるため、【低圧需要編】SWマニュアル（ 

 設備情報照会）P13供給地点特定番号の検索＜スマートメーターの場合＞について変更を行う。

 また、P14～16供給地点特定番号の検索＜関西エリアにおけるスマートメーターの説明＞を削除し、関西

エリアの検索方法を変更する。⇒P3参照

② 次世代スマートメーターは、Ｂルート通信方式として「920MHz」と「2.4GHz」の両方を使用できる仕様の

 ものがあるため、【低圧需要編】SWマニュアル（設備情報照会）P23の㉗Ｂルート通信方式を変更する。

 また、4-1-2_コード定義書（送配電側機能_低圧託送）Ｂルート通信方式の変更を行う。⇒P4,5参照

次世代スマートメーターの導入に伴い以下の点についてマニュアルの変更を行う。

＜次世代スマートメーターについて＞

・2025年度より、順次導入予定の新型スマートメーター。

・経済産業省における次世代スマートメーターの検討内容

は以下リンクのとおり。
次世代スマートメーター制度検討会

※「2022年5月31日 とりまとめ」をご参照下さい。

・次世代スマートメーターの導入スケジュールは各一般送

配電事業者により相違します。

＜マニュアル変更時期＞

2025年9月29日以降

https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_smart_meter/index.html
https://www.meti.go.jp/shingikai/energy_environment/jisedai_smart_meter/20220531_report.html


（変更箇所①）P13供給地点特定番号の検索＜スマートメーターの場合＞の変更内容

【現行】

【変更後】

＜変更概要＞
・現行、「関西、九州以外の場合」と「関西、
九州の場合」で分かれていたものを、「計器
番号が10桁の場合」と「計器番号が7桁の場
合」に分けて記載。
・関西、九州の現行スマートメーターのみ
「計器番号が7桁」となる。
・関西は、７桁の場合の検索方法を変更し、
P14～16の＜関西エリアのスマートメーターの
説明＞を削除する。



（変更箇所②）P23供給地点設備情報照会画面の変更内容

＜変更概要＞
・ ㉗Ｂルート通信方式に次世代ＳＭの９２０
ＭＨｚと２．４ＧＨｚの両方が使用できる計
器を追加。
・表示内容は、「Ｂルート９２０Ｍ・２．４
ＧＨｚ」とする。



（変更箇所②） 4-1-2_コード定義書（送配電側機能_低圧託送）Ｂルート通信方式の変更内容

＜変更概要＞
・ Ｂルート通信方式のコードの「3：Ｂルー
ト９２０Ｍ／２．４ＧＨｚ」を追加。名称は
現行ＡＰＩ桁数に合わせて１５桁とする。
（ＡＰＩの変更はありません）
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